
 

 

 

 

 

 

ピンチをチャンスに 

 学校長 住田 剛一 

 

「校長先生、こんにちは～！」 

校長室の窓を開けて事務仕事をしていると、グランドから体育の授業中の１年生が大きな声で元

気に声をかけてくれます。 

ようやく暑さも和らぎ、過ごしやすい季節になりました。学校でも熱中症の危険が少なくなり、

教育活動も活発に行われています。ただし、新型感染症（コロナウィルス）の感染防止を行いなが

らですが・・・。 

いまさらですが、今年度は橘中学校でも制限された教育活動

の中で、子どもたちに我慢を強いるようなことが続いています。

修学旅行、校外学習、部活動、毎日の授業や登校時の服装、昼

食時の並び方などなど。本当に私としてもつらい思いで子ども

たちに中止の決定を伝えることが多いです。その中で、先日、

９月 25 日（金）に第 43 回体育祭を行いました。途中（はじ

め？）から雨が強くなり、グランド状態の悪化と子どもたちの

健康面から途中で中止にせざるを得なかったのですが、今年度

初めての学校行事を行うことができました。３年生の保護者のみでしたが、約 100 名の保護者の

方に参観していただきました。雨の中、見守っていただきありがとうございました。子どもたちも

学年種目の全員リレー（３年生）、８の字飛び（１、２年生）に練習の成果を発揮し、生き生きと

参加していたことに目頭が熱くなりました。 

今のような状況下だと、これまで当たり前のようにできてい

た学校行事などは、本当は「当たり前ではなく、様々な偶然や

努力の上に成り立っていた有難いこと。」と実感しています。

まさに字のごとく「有（ある）ことが難い（むづかしい）こと

を克服していたこと」に感謝しています。子どもたちは、この

苦しい状況でも冒頭の「校長先生、こんにちは～！」と元気に

活動しています。私たちも「コロナ禍だから・・・。」「今は

どうしようもないね。」と下を向かず、ピンチをチャンスにで

きるように前を向いてチャレンジしたいと考えています。 

橘中学校だより
 

（こちらから学校便りをご覧いただけます。http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/tachibana/） 
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橘中学校教育目標 

た 互いを認め合い 

ち 着実に心や体を鍛え 

ば 万化（いろいろに変化すること）に応じて自ら学び 

な 何事にも根気強く自ら未来を切り拓く 
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橘中学校 各学年の様子 

 

 現在の各学年の様子をお伝えします。 

 

１年 学年主任より 

入学してすぐに約２ヶ月間の休校があり、例年と違い中学校生活のスタートでした。授業も本格的

に始まり、６月からここまでしっかり頑張っている姿がみえています。初めての定期テストも終わ

り、今回の成功した取組や反省点を今後の授業や定期テストへの取組につなげてもらいたいと思い

ます。 

 

２年 学年主任より 

前期を振り返ると、特に学習面での頑張りが見られます。昨年度と比べ、学習に取り組む姿勢が大

変良くなっています。全クラスで積極的な発言が多く、定期試験に向けた学習にも前向きに取り組

みました。日常生活では、もっと各自で時間を意識した生活が送れるようになることを期待してい

ます。 

 

３年 学年主任より 

３年生になって、生徒たちの成長を日々感じています。まず、授業に対する意識が変わり、どの

授業も真剣に取り組み、それが成果となって表れています。また、最上級生という自覚をもって、

後輩の見本となる行動がとれるようになりました。生徒総会での円滑な司会進行と委員長たちの

堂々とした発表態度、体育祭での闘志あふれる参加姿勢と体育祭実行委員の活躍など、印象に残る

場面がいくつもありました。 

 

８組主任より 

『体育祭で輝いていた生徒たち』 

運動するのは苦手だけど頑張ろうとする生徒、練習の成果を発揮しようと意気込んでいた生徒、周

りの視線は気になるけど最後までやり遂げようとしていた生徒、それぞれが、それぞれの気持ちで

前向きに挑んでいました。『準備がしっかりできる人は同時に先を予想して行動できる人』当日ま

で、体力つくり、保健体育、学年練習の時間あるいは自宅での余暇を使って一生懸命「準備」をし

てきました。夏の暑さにも負けず仲間と汗を流してきた生徒たちは、雨の降るグラウンドでひとき

わ輝いていました。 

 

橘中学校 不登校支援 よつば教室の紹介 

 

 橘中学校では、不登校生徒が主体的に社会的自立や学校復帰に向かうよう、適切な支援

を行えるような環境づくりをしています。それが特別支援教室（アダプティブルーム）の

「よつば教室」です。今年度から、多くの生徒に細かく対応するために、より広い教室に

場所を移しました。そこでは常駐している支援員２名体制の下、ＩＣＴ教材のデキタスを

利用し、個に応じた学習を展開しています。よつば教室を利用している生徒はそれぞれが

自分の目標を設定し、自分のペースで学校生活を送っています。今後も取組の様子や様々

な結果をこちらでお伝えしていきます。 

 

 


